
５

前
二
項
の
議
事
の
概
要
の
周
知
は
、
法
第
七
十

三
条
の
業
務
概
況
の
周
知
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
及
び
決
算
に
関
す
る
報
告
書
）

（
事
業
及
び
決
算
に
関
す
る
報
告
書
）

第
百
十
七
条

（
略
）

第
百
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

基
金
が
第
一
項
の
報
告
書
を
地
方
厚
生
局
長
等

に
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
報
告
書
に
監
事
の

意
見
（
二
以
上
の
事
業
主
が
共
同
し
て
設
立
す
る

基
金
（
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に

該
当
す
る
基
金
及
び
積
立
金
の
額
が
常
時
二
十
億

円
を
下
回
る
、
又
は
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
基
金

を
除
く
。）の
監
事
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基

金
の
事
業
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
結
果
の
い
ず
れ
か
を
考
慮
し
た

意
見
）
を
付
け
て
代
議
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
議

決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

基
金
が
第
一
項
の
報
告
書
を
地
方
厚
生
局
長
等

に
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
報
告
書
に
監
事
の

意
見
を
付
け
て
代
議
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
議
決

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

三
号
）
第
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
監
査

法
人
の
監
査
の
結
果

（
新
設
）

二

公
認
会
計
士
法
第
三
条
に
規
定
す
る
公
認
会

計
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
同
法
第
十
六
条
の

二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含

む
。）の
監
査
の
結
果

（
新
設
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
監
査
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
結
果

（
新
設
）

改

正

後

改

正

前

（
再
資
源
化
解
体
の
許
可
の
申
請
）

（
再
資
源
化
解
体
の
許
可
の
申
請
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

主
務
大
臣
は
、
申
請
者
が
法
第
十
条
第
一
項
又

は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄

物
処
理
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
一
項
若
し
く

は
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条

の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
十
四

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
当
該
許
可

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

（
こ
の
項
又
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第

三
十
五
号
）
第
九
条
の
二
第
八
項
（
同
令
第
十
条

の
九
第
二
項
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十

条
の
二
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）若
し
く
は
第
十
条
の
四
第
七
項
（
同
令
第

十
条
の
九
第
三
項
、
第
十
条
の
十
六
第
二
項
及
び

２

主
務
大
臣
は
、
申
請
者
が
法
第
十
条
第
一
項
又

は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄

物
処
理
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
一
項
若
し
く

は
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条

の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
十
四

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
当
該
許
可

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

（
こ
の
項
又
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第

三
十
五
号
）
第
九
条
の
二
第
六
項
（
同
令
第
十
条

の
九
第
二
項
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十

条
の
二
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）若
し
く
は
第
十
条
の
四
第
五
項
（
同
令
第

十
条
の
九
第
三
項
、
第
十
条
の
十
六
第
二
項
及
び
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
監
事
の
意
見
に
係
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
金
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
六
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
復
帰
促
進
等
事

業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
の
特
例
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

社
会
復
帰
促
進
等
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
の
特
例
に
関
す
る
省
令

令
和
五
年
度
以
前
の
各
年
度
の
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働

省
令
第
二
十
二
号
）
第
四
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給

規
則
」
と
あ
る
の
は
「
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
未
払
賃
金
の
立
替
払
事
業
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
立
替
払
事
業
」
と
い
う
。）及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
」
と
、「
労
働
者

災
害
補
償
保
険
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
（
同
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
の
う
ち
立
替
払

事
業
を
除
く
。）」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
三
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省

環

境

省
令
第
一
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
環
境
省
令
第
五
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
・

環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う

に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を

削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新

た
に
追
加
す
る
。
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